
2026 年度 豊橋技術科学大学同窓会 第 1 回役員会 議事録 

 

日 時： 2026 年 5 月 30 日（土）15:10～17:20（現地＋オンライン会議）  

場 所： 豊橋技術科学大学サテライトオフィス（emCampus）および Zoom  

議⾧：山本義久 会⾧ 

議事録：山根啓輔 役員 

出席者（順不同，敬称略）： 山本会⾧，高嶋顧問，日名地（学外），安部（1 系），稲田

（2 系），河野（IRES2），山根（2 系），Choi（2 系），小松（2 系），高田（2 系），中村

（情報メディア基盤センター），西村（3 系），栗田（4 系），松本（5 系），松尾（5 

系），瀧内（5 系）， Tan（総合教育院），山本（学外） 

 

【配布資料】 

 資料番号 R08-TY01-01：2026 年度役員一覧 

 資料番号 R08-TY01-02：HP・ML・名簿システム 2025 年度活動報告および 

2026 年度活動計画 

 資料番号 R08-TY01-03：会報 2025 年度活動報告および 2026 年度活動計画 

 資料番号 R08-TY01-04：援助活動 2025 年度活動報告および 2026 年度活動計画 

 資料番号 R08-TY01-05：2025 年度事業報告 

 資料番号 R08-TY01-06：2026 年度事業計画案 

 資料番号 R08-TY01-07：2025 年度決算報告および 2026 年度予算案 

--------------------------------------------------------------------------------  

1． 2026 年度役員の確認および役割分担について（資料 R08-TY01-01） 

事務局より、2026 年度の役員体制について説明があった。特に、2 系役員として高田先生

が新任されたことが報告された。 

審議事項及び結果 

 2026 年度の役員名簿および役割分担について承認された。 

2． 2025 年度活動報告および 2026 年度活動計画（資料 R08-TY01-02～06） 

役員より、前年度の活動実績と今年度の計画案について説明があった。 

 HP・ML・名簿システム（安部役員（資料 R08-TY01-02））： 名簿システムのサポ

ート終了に伴う新システム（パルサイン等）への移行検討状況などが報告された。 

 会報（中村役員（資料 R08-TY01-03））： 第 43 号の発行報告と、開学 50 周年記

念関連の内容を含む第 44 号の計画が示された。 

 援助活動(栗田役員（資料 R08-TY01-04）)： 課外活動、卒業記念パーティー、懇

親会・交流活動への助成実績と継続方針が示された。 

 事業報告（稲田副会⾧（資料 R08-TY01-05））:役員会、WEB 名簿システム、大学

執行部との意見交換、定例総会、同窓会報、季報、卒業記念パーティー、同窓会会



⾧賞、学生課外活動支援、大学食堂支援、懇親会助成、ホームカミングデーの事業

について報告された。 

 事業計画（稲田副会⾧（資料 R08-TY01-06）） 

WEB 名簿システム、定例役員会、大学執行部との懇談会、定例総会、同窓会報、

季報、同窓会会⾧賞、学生課外活動支援、卒業記念パーティー、大学食堂支援、懇

親会助成について説明された。 

事業計画に同窓会として５０周年記念イベントを設定する必要がある 

審議事項及び結果 

 2025 年度の事業報告について承認された。 

 新名簿システムの導入に関しては、執行部、卒業生連携室と相談し、方針を決める

こととした。また活発に運用している大学に関する情報、アカウント作成方法の選

択肢（google アカウント等と連携）について調査をすることになった。 

 2026 年度事業計画に同窓会として５０周年記念イベントを設定することになっ

た。時期は大学で行う式典の日(10/30)とずらしてもよい。 

 

3． 開学 50 周年記念事業への協力（資料 R08-TY01-06） 

稲田先生より、以下の 2 点について協力依頼および提案があった。 

1. 海外同窓会支部代表者の招待： 大学側が 10 カ国の支部⾧（計 10 名）を招待する

方針であり、予算不足分を同窓会がサポートする必要性について説明があった。大

学としては 200 万円の準備金を用意している。 

2. 寄附への協力： 50 周年記念事業基金への寄附について、繰越金増加分などを考慮

し、500 万円程度を寄附する案が提示された。 

審議事項及び結果 

 海外支部代表者の招待費用支援について、大学の予算で検討すべきであるが、同窓

会としては、会食費用程度（80 万円）は計上してもよいのではないかという意見

が出たことを踏まえて、大学執行部と話し合いをすることとなった。 

 大学への寄附金額については、提示された 500 万円案を承認することとした。た

だし、寄付金の使途は中庭の整備に充てることを要求することとした。 

4． 2025 年度決算報告および 2026 年度予算案（資料 R08-TY01-07） 

会計松尾役員より、2025 年度の決算状況と 2026 年度の予算案について説明があった。 

 

審議事項及び結果 

 2025 年度決算報告について承認された。入会金と会費は何名中何名が未払いかを

次回報告することになった。 

 2026 年度予算案について承認された。50 周年事業に関連して 1000 万円の予算を

計上することとした。ただし、内 300 万円は目的別積立金から移す。 



マレーシアの役員については、50 周年記念式典で現金で渡すこととなった。 

5． その他 

2026 年度総会の日程について、7 月 11 日（土）または 7 月 25 日（土）の候補日が提示さ

れた。 

確認事項 

 2026 年度総会は７月 25 日 15 時に対面およびオンライン形式で開催することが決

定した。 

 総会終了後、対面参加者による懇親会を予定していることが確認された。 

 


